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I 緒 言
最近，社会状勢の安定化，一般生活水準の向上に
伴い，婦人の美容に対する関心は異常な迄に晶ま
り，その美容手技も一応理論的な方向へと発展して
いる。又各種の化粧品製造会社も，その販路の確立
の為R.，より純度の高わ原料を用いて，クリーム基
剤l乙種々の物質を配合し，各々その特性をうたった
製品を製造している。従って往時比見られた鉛中毒
症状，或は戦後一時頻発した粗悪品に依る皮膚障碍
は殆んど姿を消したかに見られるにも拘らず，従来
の女子再発性顔面皮膚炎とも称すべき婦人の顔面皮 
膚炎に屡々遭遇し，且つその一部に明かに化粧品由
来を想わせる症例は決して少しとしない。 
従来，か〉る化粧品皮膚障碍の研究は，兎もすれ 
ば一部の皮膚科学者より本来の皮膚科学研究の範轄
から逸脱し，大衆の歓心をかわんが為のものと批
判，軽視される傾向無きにしも非ずの感があった
が，最近に到り新型式軟膏の普及K伴って漸く此の
方面の研究が一部皮膚科学者はより取りあげられる
様になったことは周知のととである。
著者は昭和 26年来，か〉る顔面皮膚炎に興味を
抱き，その臨床的観察及びこの原因的追求を試みた
ので，その成績を一括して記載する。 
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II 支献的者察
狭義の化粧品中，顔面に用いられるものには，化
粧水，ローション，クリーム，粉白粉，頬紅，口紅，
マユズ、しアイシャドウ等が挙げられるが，一般民
顔面lζ美顔料として使用するものは前4者であり，
その皮膚障碍の頻度は，その使用普及の程度，塗擦
面積，皮膚固着時間及び深達作用と平行して起るの
で化粧水，ローション類，粉白粉K多く，クリーム
類に多い ζとは想像K難くない。
その皮膚変化を従来の文献に徴すれば
(1)皮膚の単なる蜜痔，粗造化を含む急性乃至慢
性の炎症性変化
(2)油性座癒様の変化
(3)色素沈着
の3種類民要約されよう。
抑々化粧品が皮膚炎の原因となり得ることは明白
であり， 1917年 Riehlωは組悪なる材料を用いた化
粧品にその原因の一端を認め得る Riehl氏黒皮症
を記載しており，爾後化粧品に依る皮膚障碍に関し
ていくつかの症例が報告されている。叉その発性機
転に関する概説も散見される。
化粧品のみならず一般の外用薬に於ても健康皮膚
l乙惹起される皮膚障碍には次の 2つの発生機転が想
定される。その第 1は化粧品中の本来の刺激性物質
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iと依り惹起される場合であり，いわゆる薬物性皮膚
炎，接触性皮膚炎と同義のものと解される。現在最
も広汎固に用いられているパニシング・クリーム，
コ~)レドクリームの組成は香料を別として略々次の
如き組成を有する。
L パニシング・クリーム基剤
a. ステアリン酸
b. アルカリ類 、
水酸化カリウム，水酸化ナトリウム，アンモニ 
ア，炭酸ナトリヲム，無水炭酸ナトリウム，ト
リエタノールアミン，イソプロパノールアミン 
C. 乳化剤
セタノ~)レ，グリコール・ステアレート，グリ
セリールモノステアレ{ト 
d. 保湿剤
ソJレピトー Jレ，プロピレングリコール，エチレ
ンクゃリコー 3レ 
e. 補助剤 

油，メチJレセルローズ，防腐剤

2. コールドクリーム基剤

a，畷と指肪 

白蟻，鯨峨，パラフィン，ワゼリン

‘b. '油 4 ー
アーモンド油，オリーグ油，杏仁油，糖製流動
パラフィン
C. アルカリ類
珊砂，水酸化7ルカリ，トリエタノールアミン
d. 乳化剤
上記の個々の物質に依る皮膚炎は，.文献上いわゆ
る職業性皮膚炎として散見される。即ち Bering 
und Zitzkeω(1935)はパラフィン労務者に於ける
皮膚障碍を， Oppenheim. M.ω (1920，1921)はワ
ゼリン K依る流賞状ワゼリン疹 (Vaselinodrema 
Verrucosa) 60例を報告，帽針頭大乃至稗粒大の光
択を有する充実性の多発性小結節を認めている。更
に Oppenheimω (1935)はワゼリン皮膚障碍を，
鰹嘱，膿癌疹，皮膚炎，庇整状ワゼリン疹，ワゼリ
ン黒皮症に分類している。併し乍ら之等パラフィン
及びワゼリレの皮膚障碍は，石油原油より之等を精
製する際乾溜過程の不備に基く不純物質が介在し，
之を頻回，且つ長期K亘り塗布するとと K基く皮膚
刺激lζ依るものであり，精製されたパラフィン及び
ヲゼリンは一般Kは純粋且つ無菌である限り人体K
対し内的，外的に無刺激性のものと見倣されてい 
る。本邦に於ても横山(5)(昭 21)，中村くの(昭 24)， 
藤岡(7)(昭 27)等は化粧品に依る座癒様病変の原因
を，クリーム中の不純なる石油含有流動パラフィン
と個体の素因に求めている。
化粧クリーム中，次に大きな成分である油類iζ関
する皮膚障碍について Carroziが，胡麻油に関し 
て鈴木・奥野ω(昭 16)が夫々記載しているが， ~ 
般に純粋な油類は皮膚に悪影響を与えないものとき 
れる。
Stearin酸の皮膚刺激は CroninH. "J.∞(1925) 
が酸化鉛その他の物質と混合された場合K皮膚炎を
惹起すると考えられているが他広報告は皆無であ
り，水酸化塩類の皮膚障碍は著者の渉猟せるF艮りそ
の例を見ない。
一方 Goodman(叩 (1937')は 1種の化粧品使用で
は皮膚障碍を起きず， 2種以上のものを同時に使用
せる場合，或は化粧品労務者の如く多数の化粧品を
取り扱う場合に刺激結果を惹起する乙とがあるを述
べ，之を化粧品中物質の化学的変化lともとずくもの
と推論している。 
之に反し化粧品皮膚障碍の発生機転に関する想定 
の第 2は，化粧品中氏特異の直接的刺激物質は認め
られず，或る組成物質に対する過敏性の獲得，換言 
すればアレルギー乃至その類似の現象の想定される
場合である。即ち古賀(11)ぐ昭 12)は自験例6例を
報告し，その中 4例について化粧品は単なる誘因に 
すぎず，個体の素因が重要なる役割を演ずるもので
あって，之は恰かも湿疹に於ける湿疹刺激と湿疹準 
備性の関係を軌をーにするものであり，恐らくは多
数の外用薬に対する多価過敏症の部分的現象lζ過ぎ
ないものではないかと想像している。併し乍ら勿論
化粧品中K含有された特殊成分に対する過敏症の存
在を否定してはいない。
陳(12)(昭 17)も亦， 21例を報告し， 20種類の化
粧品を用いて皮膚反応を検索した結果，特殊の薬剤
を含有しない化粧品の皮膚反応は，特殊の薬剤を含
有するもののそれに比しで明らかK低値の陽性率を
示す ζ とから，アレルギ~Kその発生機転を求める
べきであろうとなし，更Iとか〉る患者が夏季K頻発
する乙とは夏季に皮脂腺の分泌が昂進し，之に依り
使用せる化粧品の分解・変性を来してアレルギ一反
応を来すのではないかと述べている。
同様のアレルギー機転乃至個体の素因の原図的想
定は，再発性潮紅性落屑性紅皮症 (Evythrodermia
congestiva squamosa faciae recidivans) (栗原
(13)，昭 15)，女子顔面再発性紅皮症 (Dermatitis 
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recidivans faciae feminea) (皆見(14う昭 27，青
島〈15〉，昭 15)にも認められ，之等は胃腸障碍，婦
人科的疾患，精神状態，冷風，温熱及び化粧品を含
むその他の外的因子の或る物と密接な関係にたつア
レルギー類似現象乃至アレJレギー現象にもとづくも
のと述べ，特に青島(15)は塵壊と化粧品の混合物を
アレルゲンとして重視している。
化粧品組成の個々の物質について Rothbergand 
Merril (16) (1938)は棚酸陀対するアレルギーを，
Fanburg(17)(1940)はコレステロ{ル・エステルの，
Walter and Stern(18) (1941)はデキスドリンの， 
Abramowitz(19)(1940)は水酸化マグネシウムの，
Sutton (20) (1943)はオリ{グ油応対するアレノレギー
を記載している。事実 Americarimedical assoc，i・
a均が(2DKと於ても化粧品材料中lとアレルレギギ、一性起炎J拭tion
物質を認認、めないものは皆無でで、あると迄断言してい 
る。 
化粧品皮膚障碍のー型である色素沈着について， 
用促関する Berloque dermatitis の報告は古く 
1916年 Freund<加が Eaude colongue塗布後日
光紫外線曝射により色素沈着を認め?と 4例を報告し
て以来， Rosenthal(29).(1924)， Kuske(30) (1940)， 
Ho妊J，11an& Schwitz<3D(1925)，Gross and Robin-
son(釦(1930)，Goodman and Szanto (33)(1931)及
びその他の臨床報告例及び実験的研究が発表され，
その原因を均しくベルガモット油に帰せしめる傾向
が強いが.Andrewsはその他のエーテル油も重視し 
ている o 
1899年 O.Raab<仰が鐙光性色素の高度稀釈液中 
~r.於けるパラメツウムが，日光光線の曝射に依り暗 
所はおかれた場合よりも急速に死亡するととを発見
して以来，光線過敏症の問題は相当長期間l托ζ亘り論 
議されている。即ち Tapp伊ein~釘r(3紛sω)(ο19卯04の)の Pho­
todynamic Ersc~einu.ung W.:Hau1smann句 悶 凶 悶 の提唱， 凶謁 
(36)(1902)のへマトポルフィリン光線感作性の研究，
Meyer-Betz(37)(1913)の実験的研究K依り Hydroa
桜根(2)(昭27)は副腎機能との相関K注目し，市販〆 Vacciniformis，Chronishe Polymorphe Lichtau-
のクリームに依る皮膚炎 2例，人工密癌2例， Riehl 
氏黒皮症6例をあげ，その原因を使用せるコールド・
クリームに求めて Thorn's test K依る副腎機能を
、。L検したが決定的な結果を得・ていな 
各種の市販化粧品の組成中，殊にクリーム類l乙於 
てはその差違の最たるものは配合香料lとある。換言
すれば，市販化粧クリームの特徴・価格は約 1%の
割合に配合されている・香料の種類iζ依るとしても過
言ではないo
大部分の香油は，それが濃厚，且つ長時間皮膚に
附着しておれば皮膚障碍を惹起する。 Schwartz(23) 
(1934)は香水製造花従事する女工!r.， 1種のテル
ぺンアルコーJレで、ある LinaloolK依る皮膚炎を，
Babalian(24)(1930)は Orris(ニオヒショウブ〉の 
粉末で化粧した女性の訪問に依り発生した青年の
顔面皮膚炎を， Baer(25)等 (1935)は C6H13CHO
(Methyl heptine carbonate)に依る皮膚炎を報
告しており， Albeck(26) (1935)は酸化され易い香 
料程強い刺激性を有すると述べている。
，.sschlagePellagroidの如き個体自身の新陳代謝産
物が Photosensibilisatorとして作用する疾患をい
わゆる内因性光線過敏性皮膚疾患として統合するに‘
到った。此の際，問題となるのは Photosensibi1is-
atorなる物質の本態と， 曝射される紫外線波長で
ある。 Photosensibilisatorとして報告されている
物質には多数の物質が挙げられ，蕎麦飼育動物の光
線過敏症 (Hertwig仰 1833，Fuchs側 1843その
他)の光線力学的物質として Busck(40)(1905)は
赤い鐙光物質“Fluorophyl"を分離し Ohmke(4l)
(1908)も種子及び穀類のアルコール抽出液中氏有 
効成分を認め， .Tappeiner(42)(1909)は光線力学的
物質を“Chlorophyllan"であると述べている。、又 
Pel1agra?と於て Massa(43)(1932)は血流中の過剰
ポルフィリンと日光紫外線の特殊関係を説いてい
る。 
之等の内因性光線過敏性皮膚障碍群K対し Kus-
ke(30)(1940)は外因性光線過敏性皮膚障碍の存在を
強調したD 即ち Kuskeは一般の光線過敏性皮膚
他方 Tulipan(27) (1938)は香料中の Bergamott‘障碍を exogen-enterale，exogerトintravenose，
油にその刺激原を求め，之に加うるに日光紫外線の 
直射が重要なる関係を有する ζとを実験的K指摘し 
Tこ。興味ある乙とは，此の実験中人工太陽灯照射で
は皮膚炎を惹起せしめ得ないと述べている ζとであ 
るo
香料，殊にベルガモット油と日光紫外線の相乗作 
exogen-perkutaneの3型に分類し，特に exogen
perkutaneの作用につき広汎なる実験的研究を行 
った結果， Pastinaca Satiγa (アメリカバウフウ)，
Ruta Graveolens (ヘンルウダ)， Ficus carica (イ
チヂク)， Heladeum Mategazinan:um，Angelica 
o旺icinalis(ヨロヒグサ)， Peucedanum Osthruth-
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ium (インペラトリア根)の植物汁が furocumarI-
ne と同様の光線感作性皮膚障碍を惹起する乙とを
実験的に立証した。更に叉之等植物汁の抽出純粋物
質を塗布後紫外線照射を行い，最も強い光線力学的
作用を有する紫外線波長は 334---366mμ 附近であ
り，之の波長は光線感作性物質の吸収スペクト Jレ
〔例えば Bergapten(ベJレガモット油より精製せる
_，280於てはその吸収スペクトルはK脂質固形物) 
410mμ であり 311mμ に最も強い〕に略々一致す
ることを述べ，皮膚の反応は furocumarineの感
f乍K依り紫外線の単なる量的な問題のみならず質的
要素にも影響されるととを指摘している。
紫外線波長花関する同様の見解は Blum(44)(1941)
の家畜疾患である Hypericism，. Geeldikkopの研
究に於ても記載され，か、る疾患を惹起する紫外線
波長は 330mμ 以下の短波長に非ずして，寧ろ窓ガ
ラスを通した光線の如き比較的長波長の紫外線に多
く，且つ光線感作性物質の吸収スペクト Jレと光線過
敏症を起す作用スペクト Jレは略々同一であると述べ
ている。一方 Klaber(4S)も亦ある種の植物汁lと光線
感作成物質の存在するととを指摘し，かうる機転に
依って発症した皮膚炎に対し Phyto-Photoderma-
titisなる名称を与えている。
以上の如く，一般化粧クリームの皮膚障碍の原因
は，不純なるクリーム組成物質の直接的刺激作用，
配合香料の光線感作性作用及び香料を含めた組成物
質の感作性反応及び、個体の素因の干渉の 3点K要約
されるものと考えられる。
皿臨床的観察
既往托従来使用中のクリーム製品を別の種類のク
リームに代えたか，同一種類の製品であっても新し
く購入せるものを使用したとか，或は叉従来クリー
ムを全く使用しなかった者が何等かの目的で初めて 
クリームを用いたとか等の前歴を有し，使用部位に 
発斑を生じて明らかにクリームとの相関関係を有す
る者 101例を観察対象とした。
( i) 臨床像
好発部位は頬部，土眼験部が圧倒的に多数を占
め，その他頚部，顕部塗布に際し附着せる手背，前 
醇等の露出部位にも見られるととがある。発疹の発
現は長期聞に亘り同一クリームを使用中，漸次不識
の中氏発疹を招来する緩慢型と，比較的短期間乃至
は唯一回の使用に依り発疹を招来する急性型の 2種
IL大別される。 
局処所見はいわゆる炎症性皮膚変化が大半を占 
めイ軽度の発赤と産痔感を認めるもの 25例。之に
加うるに軽度の浮腫，丘疹及び落屑を伴う者 67例，
更に著明なる惨出性炎症を惹起せる者 7例，計 99
例であり，著明な色素沈着を認めたもの2例であ
る。
' 一般に軽度の炎症性変化を示せるものはその発現
は所謂緩慢型民属し，強度の炎症性変化を示すもの 
は急速に発症する急性型に属するとは言う迄もな
い。、著明なる移出性炎症を惹起せる 7例中 3例は， 
クリーム組成中K r白降素Jr硝ピスjなどの漂白
弗jを含有するものであって，水銀の直接的刺激乃至
水銀感作性皮膚炎と考え (46)られるものであるが，
他の 4例では使用クリーム中にか〉る刺激性物質を
含まないものである。
代表症例
症例1.(第 1図) M. Y. 女 21才初診昭 
28. 4. 15 
従来は M.Oクリーム及びアストリンゼントを
用いて何等の障碍を認めなかったが，偶々約3日前 
M. ].よりクリームを用いた所， 2日後より顔面，
特に頬部，上限験部lζ軽度の痔感を伴った紅斑を生
じて来院した。 M.J.クリ{ムの右頚部に於ける貼
布試験は 48時間後，紅斑及び丘疹の発生を認めて
陽性である。
赤外線照射及び棚酸吸水軟膏塗布の局所療法lζ依
る約 3日間の加療にて治癒したが，その後再び他の
市販クリームを用いて庭仕事をした所，同様の発疹
を発生して来院，爾後，如何なる市販クリームにも
反応を示す為，我教室処方の香料を配合せざるクリ
ームを用いさせており，現在iζ到る迄何等の皮膚障
碍を認めていない。
症例 2.(第2図) M. S. 女 23才初診昭
29. 10. 5 
2目前より新たに A クリームを購入して使用せ
る処，本朝来顔面全体に豆り，浮腫，紅斑，丘疹が
発生し，一部氏は著明な惨出性変化を伴い激しい掻 
痔感がある。当該クリームに依る貼布試験は 24時
間で紅斑，水癌形成を認め，乱切試験は 30分で
Quaddelの形成を見た。赤外線照射，チンク油湿
布等の局処療法K依り約 1週間の経過にて治癒した
が，此の症例は， A クリ{ムを他の市販クリームlζ
換えることに依り新たなる障碍を認めていない。
症例 3.(第 3図) H.1.女 31才 初診昭 
17 6. 28. 
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従来コールドクリームを使用していなかったが， 
ME.C.C.を約 3カ月前より使用し始め， 2鍵目の
約半量を使用せる頃になって顔面に軽度の紅斑及び
之に伴う癌痔感が出現し，且つその後lζ淡い黒褐色
の色素沈着が一部は均等性lζ，一部は網状に出現し
て来Tこ。そ乙で ME.C.C.を中心して KO.C.な
る漂白クリームを使用しているが色素沈着は益々増
強の傾向にある為，来院した。
来院時，両頬部，上限験部氏比較的境界の明瞭な
る淡黒褐色の色素沈着が均等乃至網状に存在し，色
素沈着の基底に軽度な紅斑を認めた。 ME.C.C.ク
リームの貼布試験は 24時間及び 48時間共に陰性で
あった。 VitaminC大量注射療法を約 15回行うも
著効を認めず，以後来院していない。
上記代表症例中，第 1例は或る 1種のクリーム陀
は全く反応を示きなかったものが，他の種のクリ{
ムの使用K依り皮膚障碍を惹起し，且つ治癒後は他
の市販クリームを用いたにも拘らず同様の皮膚障碍
を惹起したものであり，我教室処方の香料を配合し
ないコ{ルドクリムIζは全く反応を示さなかった ζ
とに大きな興味がもたれる。因みに当科処方のパニ
シング・クリ{ム及びコールドクリーム組成は下記
の如くであり，市販クリーム組成と香料配合の一点
を除いては大差がない。 
1. •Vanishing Cream A 

ステアリン酸 17.0 

グリセリン 8.0 

4. Coldcram B 
鯨蝋
白蟻
流動パラフィン
ホウ砂
ロ{ズ水
ローズ油
第 35巻 
125.0 
120.0 
560.0 
5.0 

50;0 

0.2 
蒸溜水 1，000.0 
代表症例の第2例は Aクリーム中K含まれる白
降宋，硝ピスの直接的刺激作用と考えられる症例で
あり，その発'症は極めて急激，且つ治癒後はか〉る
漂白剤を含まぎる他の市販のクリームに反応を見て
いない症例であり，第3例は相当の長期間に豆る同
一クリームの使用K依り色素沈着を惹起し，之の対
策として用いた漂白クリーム K依り益々色素沈着を
濃厚托ならしめた症例である。
従って第 1例は香料の感作乃至刺激を，第2例は
漂白剤の刺激を，第3例はその両者の刺激乃至感作
を重視し得る好個の症例である。 
(ii) 患者年令分布
化粧品使用年令層から当然推定される如く，患者
の年令分布は 21才から 25才迄に最も多く， 16才か
.ら 30才迄の者は 101例中 81例 (81.1%) を占めて 
L、る。 10才以下に観られた 4例はいずれも両親叉
は同胞が何等かの目的に化粧せしめたものである。 
第一日!日一
一 日 町 一 
  
表 ， 円
患者の年令分布水酸化カリウム 1.0 
アJレコー Jレ 4.0 
圃園 内 ， “ 司  
，
‘
一2
・
佳一 
zu}q d
A
aO
一8一 
→
- 2 4 1 3
一一22
一4

RO- - } h 5lind--qd- l h l 5
O
q u 唱噌 
一 
一一4 
H u ia l l i - -
計
i l - -
n Ui i
m t m
令数年例 d i
蒸溜水 72.0 つ “ 一  一応
2. Vanishing Cream B 24
ステアリン酸 25.0 
. ， 且・ 冒 且・ 司 且  fk、 、 ， ，
孝節的変動セタノーム 0.05 
カカオ脂 1.0 第2表K示す如く， 1年を通じてその発生頻度の
グリセリン 10.0 
メリェタノームアミン1.0
蒸溜水 62.5 
3. Coldcream A 
鯨蛾 125.0 
白蟻 120.0 
圧搾甘扇桃油 560.0 
ホウ砂 5.0 
ロ{ズ水 50.0 
ロ{ズ油 0.2 
蒸溜水 1，000.0 
高い月は 5，6，12，及び 1月であり， 3月より 8月 
~r][ る 6 ヵ月聞に 101 例中 62 例 61.3% の発生を認 
めた。
之は後述する如く，戸外にて直接日光光線K曝射
する機会の多い季節と略々一致し，更に 12月， 1 
月等の寒冷期に比較的高頻度K見られるのは強烈な
寒風に依る機械的刺激，戸外より室内K入る際の温
度の急変が毛細管及び細胞透過性に与える影響或は
降雪後の反射散乱紫外線の影響がか〉る皮膚炎の発
症を助長するものとして考えられる。 
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第2表季節的.変動
月別 M 31415161718191叫112
来院患|叫 6171 51211叫 8131 3[ 61 51 9 
20人，. 
10人
3-8月 61.3% 
9-3月 38.7% 
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 
(iv) 原因乃至誘因と思われる化粧品とその例数
原因乃至誘因と推定された市販クリームとその皮
膚障碍発生頻度は第3表に示す如くである。之等化
粧品クリーム中の一部は白降京，硝ピスを含有する
漂白クリームであって，一種の水銀皮膚炎とも解き
れるべきものであるが，その他の一般化粧クリーム
の組成は，使用原料の純度IL多少の差違を認めても
略々共通の組成を有するものであり，特にピタミ
ン，ホJレモン等の添加剤を除けば，配合香料の種類
以外K大差は認められない。
併し乍ら第3表。に掲げた発生頻度K依って直ちに
特定のクリームの皮膚障碍性を云々する乙とは無謀
であり，当該製品の販路の大小，使用者の多寡を比
較検討する必要がある。
第 3表市販製品と発生例数 
No.1品名|例数 1I No.1品名|例数 
1 K 14 14 M. O. 1 
2 A 11 15 P 3 
3 N 4 16 M. V. 1 
4 B 1 17 K. O. 2 
5 J 8 18 K. V. 1 
6 M. J. 6 19 K. C. 1 
7 Me.C. 10 20 P. C. 2 ， 
8 C 2 21 K. P. 1 
9 s. c. 6 22 R. C. 1 
10 s. V. 4 23 T. M. 2 
11 u. C. 6 24 外国製 1 
12 u. V. 6 25 その他 9 
13 M. E. 2 
(v) 貼布試験成績 
Lichtwitz，Rowe等の指摘せる如く，明かに或
る物質lζアレルギーを有する個体でも屡々皮膚反
応がアレルゲン陀対し陰性を示すとともあり，叉 
Wahrmann等の言う如く，湿疹，皮膚炎の如きは
皮膚反応が異常K昂進し，非特異的反応を示す場合
がある為，貼布試験成績のみを以て貼布物質の原因
性を断定することは早計である。叉陽性成績をアレ
ルギー反応と解するか，或は叉貼布物質の局所刺激
作用と解するかには相当の慎重を要し，叉解釈困難
なる場合も少くない。併し乍らその陽性成績の発生
病理がアレJレギー機転であるにしろ，又直接的刺激
作用に依るものであるにしても，該反応成績は当該、
物質の原因性の推定に有力なる根拠を与えるもので
ある。
著者は coveredpatch test法を採用し，前縛屈 
側部の健康皮面にフランネル布上IL:0.2--0.5 gmの
クリームを 2cm平方にのばして貼布， セロファン
又は油紙を重畳して辺縁を判創膏を以て固定し厳重
に蒸発を防止し， 24時間後之を除去して判定，陰性
なる場合は更に 24時間貼布後，即ち 48時間貼布後
に判定，尚陰性なる場合には遅発反応測定の為，貼
布物質は除去した偉3日--7日開放置して判定し
た。 24時間， 48時間後の判定は圧迫K依る発赤等
の介入を除く為，貼布物質除去後 30分後に判定す
るを原則とした。此の際特K留意せることは，貼布 
K用いたセロファン紙，油紙及び判創膏に基く皮膚
障碍の影響を除外することであり，著者は貼布物質
の接着部位のみに限局して明かに反応を示せるも
の，及び判創膏l乙依る皮膚刺激症状が見られでも，
セロファン紙乃至油紙接着部K反応が見られず，貼
布物質による反応と判創膏K依る反応の聞に無反応
の正常皮膚を認め得る場合のみを陽性例として採用
した。従ってセロファン紙又は油紙K依る反応が見
られる場合は，貼布物質IL:依る反応が認められでも
陽性例から棄却した。
判定の記載は単なる発赤のみのもの弱陽性(+)，
之に加うるに丘疹を認めるもの中等度陽性(+十)，
惨出性変化を伴えるもの強陽性(畔)とした。
貼布試験を施行せる症例は計 71例，貼布に用い
たる化粧品は， クリーム類 40種類，乳液及びロー
ション類 20種類，アストリンゼント 5種類， マユ
ズミ，アイシャドウ類3種類，紅類3種類，ポマー
にヘヤトニック類3種類の計 74種類であり，貼
布件数はクリーム類73件，乳液ローション類32件，
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第4 表貼布試験成績
クリーム類 40種，貼布件数 73件，陽 性 12件，陽性率 16.4% 
。
。
五一シヨ長類 20種，貼布件数 32件，陽 性 2件，陽性率 6.3% 

判定時間 I.24 時間 I48 時間 I72 時間 I96時間以後 

-H十
陽性度十 1*I 1+1.+十 1*1+1*1掛 +1*I-H十
クリーム類| 

乳液|oI oI oI 2 I oI oI oI oI oI oI oI
ローション 
アストリンゼント類 7件，マユズミ，アイシャドウ 第 5表 市販クリームの鐙光度
3件，紅類3，件ポマード，ヘヤートニック 7件の
計 121件である。
その成績は第4表に示す如くクリーム類は 73件
中 12件 (16.4%)陽性，その内訳は 24時間判定
(件)， C掛〉各 1件， 48時間判定(十ト) 6件， 72時
間判定(十)3件， 96時間判定Kて(十)1件であ
った。他方乳液，ローション類に於ては施行件数 32
件中陽性2件 (6.3%)を来し， いずれ・も 48時間判
定に於て弱陽性を示した。叉アストリンゼント。
紅類は全例陰性， マユズミ， アイシャドウ 3件中
マユズミ 1件lζ陽性を，ベニ類及びポマード，ヘ
ャートニック類も夫々 3件中r件K陽性成績を得 
7こ。 
w 実験的観察 
文献的考察に於て化粧品皮膚炎の原園児関する従
来の記載を紹介したが，著者は特殊の薬剤一一例え
ば漂白クリームの如く水銀剤を含有する一一クリー
ムは別としてその組成K何等の直接的刺激物質を含
まないにも拘らず，皮膚障碍を惹起する例に興味を
抱き，か〉る患者が初夏lζ頻発するとと，或はか〉
る患者が香料を抜いた当科処方のクリームに何等の
反応を示きない乙とから，化粧品皮膚炎，日光紫外
線，香料の三者聞に何等かの原因的相関関係がある
のではないかと考え，クリーム中l乙 Tappeinerの
いわゆる光線感作性物質が存在するかどうかを追求
した。光線感作性物質が一般に蛍光を発する Lとか
ら次の小実験を行った。
Ci) 市販化粧品クリームの盤光度
クリー ムを， 塩酸， 及びエヲそルエーテJレで処理
し，紫外線を以て検すると，鐙光性物質はすべて
「エー テJレ層jへ移行する。市して千葉市民於て，
最も販路の広いクリーム 18種類を選択し，ェーテ
Jレ層の蛍光度を検せる処，第 5表に示す如く，すべ
てのクリームに蛍光反応を認めた。 
ロロ 名 鐙 光 |色(天然色表調〉
1 K. 
2 A. 
3 J. 
4 M. J. 
5 -Me. C. 
6 C. 
7 S. C. 
8 S. V. 
9 U. C. 
10 U. V. 
11 Pa. C. 
12 Pa. D. 
13 C. L. 
14 M. C. 
15 P. 
16 P. C. 
17 K. C. 
18 M. C. 
-(+十〉 19 
(十〉 18 
(俳〉 17 
(十件〉 17 
(十件〉 16 
(掛) 16 
(+ト) 14 
(+t) 15 
(十〉 16 
(十ト) 15 
(+十) 16 
(十〉 17 
C+t) 16 
C+十〉 18 
(+t) 16 
C+十〉 16 
C+十) 16 
(+t) 16 
他方， 2，3の化粧品製造会社の好意K依り，原料
単品の提供を受け，その個々について検せる処，い
づれの原料単品中にも笹光は認められずy 叉認めら
れでも極めて微弱である。更に同じく提供を受けた
香料未配合のクリームにも鐙光は全く認められず，
従ってクリーム中の蛍光反応の大半は配合香料に由
'来する乙とが明かとなった。 
(ii) 香料の盤光度
周知の如く「化粧品クリームJ中には約1.0%の 
香料が配合されている。配合香料は非常に多種の植
物性天然香料，動物性香料及び合成香料の単品を調
合作製せるもので， その調合法は各社の機密に属
し，我々の知る由もない。著者は Tulipanの報告 
花見られる如き香料民基く皮膚炎 CPerfumederm-
atitis)の発生機転と化粧品皮膚炎の発生機転K相
第 3号 福原:化粧品皮膚炎に関する一考察
似性がある乙とを察知し，小川香料株式会社より 59
香料 
種類の香料単品の提供を受け，之の蛍光度を測定し
た。即ち，市販化粧クリームと同一濃度とする目的 Cream M. N. 
Maguet No. 1952にて， 1.0%の無水アルコール溶液を作製し「コー
Citronellol 
ルマンjの蛍光測定器を用いて比較測定を行った。 
Linalool 
59種類中，特に著しい蛍光を示せるものは第 6 Bergamott 
-1293ー
国際天然色
表番号実測値 
18 11 
17 
/ 22 
/ 26 
17 60 
表に示す如く Methyl.Anthranyl alkohl，Methyl' Betigrain 
heptine carbonate，Aldehyde C-ll，Bush ber・q- Sandalwood 
amottである。 ζの中， Bush berqamottは配合 Aldehyde C 18 
香料作製上不可欠の香料であり凡ゆる化粧品・香料 Bois de rose 
に含まれているものである。 Amyl salycilate 
Ionen alpha 
inL5fill--III-/'I/IIOIl--AndqL722804003747756326 
1 4
円
噌 
可 
inJ
i
。 
i 
4nbAT
唱 
第 6表香料と鐙光の程度 Cyc1amen aldehyde 
香 料 国際天然色実測値 Jasmonal 
表番号 Benzyl acetate 。 Methyl anthrani1alkohl Saugesclaree 
Methyl heptin carbonate Eぬ 
Geranium 
Narden methyl ionen 36 Hydroxy Citronell01 。 Anis alkohl 
Dimethyl benzyl carbinyl acetate /
A. C. uertiuer 
Rhiodinol “G" 
Phenyl ethyl alkohl 
Eugenol
553255366773627
噌 
i
iqononJRU
iτi
i
。 
Pazchouly oil 22 
Aldehyde C 12 16 
Hydroxy citronel101 / 
White cyc1amen A / 
Hydroxy citronel101 O. G. 2 / 
Cream L. T. / 
Hydroxy citronell01 O. G. 3 / 
R. P. Hydroxy citrouell01 / 
Hydroxy citronell01 O. G. 1 / 
Natural rose / 
唱 
Laueder 
Ylang ylang
141
ム 
Benzaldehyde 噌 
Aldehyde C-1 1
1
ゐ噌 
Iso eugenol 
Bromstylol 
Anis aldehyde 
Canaga oil 
Cream No 912 
Product 1952 
噌 
i1&14147666064667/7658677775676
ム 
噌 
内4141A1
i1-1414141
ゐ 
ム
1a1
噌 
(iii) 動物実験
前述の各種クリ{ムのエーテル抽出液を蒸発乾回
せしめ，鐙光物質含有物のみをとり出し，吸水軟膏 
lζ種々の%に混入，之を家兎の耳翼民塗擦し， 6 
Maguet O. G. 
Narcissas “P" 
時間放置，紫外線を 5，10，20分照射し，耳翼の発Rose “T" 
Maguet f10wer 
Cream No. 5 
Maguet “C" 
141
ム 
1414
1 
赤，毛細管拡張を対照と比較した。実験に供したク28 
。 リームは 4種類で，対照陀は吸水軟膏を用いた。
32 成績は第 7，8表lζ見られる如く，塗布材料の濃 
第7表 クリーム・エーテル抽出液乾固物塗布6後時間紫外線照射成績 
~ 発 紫外線 5 分照射赤|毛細管拡張|水癌形成 発 紫外線 10分照射赤|毛細管拡張|水癌形成 
M. C. C.クリーム 
M. J. C.クリーム 
'K. C. クリーム 
N. C. クリーム 
対 照
4十 
+ 
+ 
+ 
土 
+t-
十
+t-
十
+ 
一
一
一 
一 
+十
+十
+十
+t-
+ 
+十
十
+ト
+十
+ 
一 
一 
一 
一
一 
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第 8表紫外線照射 20分の成績
種 類|濃度|発赤|震細護|水癌形成
M.C. C. 
原
50% 
25% 
12.5% 
十社 
+十 
+ 
+ 
* + 
+ 
+ 
一 
一 
一 
一
M.J. C. 
原
50% 
25% 
12.5% 
+ト
十
十 
土 
+十
十
± 
+ 
一 
一 
一 
一
K. C. 
原
50% 
25% 
12.5.% 
+十
* + 
+ 
+十
‘+十
+ 
土
一 
一 
一 
一
N. C. 
原
50% 
25% 
12.5% 
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度，紫外線照射時聞に平行して対照との聞に明から
相違が認められ，クリーム内蛍光物質の起炎性を認
めた。 
V 者 按
化粧品皮膚炎の臨床像K関しては前述の如くで今
更賛言を要しなド。一般に化粧品民基く皮膚障碍は
急性乃至慢性の炎症変化を示す炎症型，油性座唐様
変化を示す座磨型，及び色素沈着型の 3型民大別さ
れる。著者の症例では，炎症型に属するものが大半
を占め，色素沈着型は 2例であり，座宿型は皆無
であった。座痛様発疹は石油座磨とも称すべく，
Qppenheimのパラフィン労務者の症例，或は横
山，中村，藤岡等の指摘する如く，その原因を粗悪 
クリーム中の石油含有流動ノTラフィンに帰結せしめ
得る。即ち一般に油脂分の最も多く含まれるコール
ドクリームに於て，その油脂分中，密蟻，鯨蝋，ラ
ノリン，植物油などの品質は，戦後の組悪クリーム
に於てさえ差程の低下が見られておらず，専ら石油
含有流動パラフィンにその原因が推定されたが，此
の点から見ても最近の化粧品クリームが一応精選さ
れた純度の高い流動パラフィンを使用しているとと
が想像される。事実，各化粧品会社より提供せられ 
た流動ノTラフィンは石油臭を認めず，叉鐙光も発し
ていない。
患者の既往から，局処に認められた皮膚障碍が，
化粧品に限らず，一般外用薬i乙起因することをより
決定的に証明する為に施行される貼布試験には種々
の疑義が介在する。併し乍らその陽性成績は，発生
機転がアレルギー反応であるにしろ，或は叉直接的
刺激に由来するものであるにしろ，原因の究明乃至
診断上の唯一の手段と考えられる。
貼布試験の根本理念は，全くアレルギーを獲得し
ていない。或は過敏状態K陥っていない健康皮膚に
は何等の反応を示さない程の濃度の物質を，被検者
の健康皮面lζ貼布して反応を見ることにある。此の
為1(.Schwarz仰 >(1936)は工場皮膚炎の研究 K於
て，貼布試験K用いて診断的価値を有すると考え
られる各種物質の濃度を決定し，又， Rostenberg 
and Sulzberger<的 (1939)は更に広汎な使用物質
の濃度と貼布時間の関係を記載している。併し乍ら
一般化粧品に関する限りは，それが美顔料として常
用されているととから，特に貼布材料の濃度陀操作
を加える必要はないものと考えられる。
更に貼布試験K於ける貼布期聞に関して， Schw-
arz，Tulipan and Peck<49>(1939)は，貼布物質を 
5日間以上貼布した偉放置することは当該物質に依
る被検個体の感作を惹起し，繭後の成績の判定に
誤謬を招くととあるを指摘し， Ritter(55)(1948)も 
Paraphenyldiaminの貼布試験を約 1週間連用し，
その直後には反応を認め得なかったが，更に3日後
に急性の典型的皮膚炎を惹起した ζとを記載し，厳
にその濫用を戒しめている。従って著者は， 48時間
貼布を標準とし，成績判定は 24時間，及び 48時間
後，更に貼布物質除去後 1~3 日後に遅発反応の有
無を確かめるに止めた。
貼布試験に際しては出来得る限り日光K曝射され 
ていない上縛の屈側等の部分を選定した。それは
Colebatch(51)(1942)の報告にもある如く， 日光広
曝射する部分に比して，日光Iζ曝射されざる健康皮
面が約3倍の反応度を示すからである。
いわゆる貼布試験の方法については，粉末乃至液
体の様な場合 Sterner(52)(1942)のガラスカップ法
等があるが，著者は，クリームポマード類はフラ
ンネ Jレに伸して貼布し，乳液・ローション・アスト
リンゼント類はガーゼに漫漬して貼布し，油紙・セ
ロファンを重畳して蒸発を防止する一般の Closed
patch testを採用した。理想的に言えば， クリー
ム類にしても，又乳剤・水剤にしても一般の日常に
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於いて使用すると同じ条件で正常皮膚に塗布する 性率 35.7%を示し，総計 150件中陽性件数50件で 
Open patch testを採用する乙とが望ましいが， 陽性率33.3%を示した。
外来患者K行う場合語るべくして行われない事柄で かくの如く，化粧品がある個体に対して直接的，
ある。従って繍帯広依る圧迫，或は油脂・セロファ 乃至アレルギー性病変を惹起することは明かである
ンを以て蒸発を防止しである為に起る発汗，或はそ が，果して化粧品中の如何なる物質がかかる障碍作
れに伴う P. Hの問題等々不自然なる条件の干渉 用を有するかが問題となる。前述せる如くパニシン
は当然考えられることである。 グ・クリーム，コーJレドクリームを形成する物質の
著者の化粧品皮膚炎患者に於ける貼布試験成績は 直接的刺激作用は，文献的考察K於ても論述せる如
前述の如く，クリーム類 16.4%，乳・液ローション く油類，脂肪類，アルカリ類，乳化剤共にその純粋
類 6.3%の陽性率を占めた。今，此の成績を f検定 な場合には皮膚障碍を惹起するととは稀有に属し，
法を用いて処理すると， X2=1.998となり 80%の信 障碍作用は石油原油よりの乾溜過程に於ける不純流
頼度に於て差の有意性を認めるが，之をその億認定 動パラフィン，或は酸化鉛，その他の物質と結合せ
するととは上記の理由から危険である。併し乍ら る酸の如く他物質との結合応於てのみ惹起される。 
80%信頼度に於ける差の有意性の存在は，クリーム 事実，各種化粧品会社より提供された個々の物質は
類が，乳液・ローション類に比較して， そ-の深達 精製度高く全く刺激性を有しないと認定される。従
性，固着性から観て，皮膚障碍をより高頻度に発症 って，市販の一流クリーム中，若し何等かの機転に
せしめるであろうと言う想定を一応裏書きするもの 依り皮膚障碍を惹起するものありとすれば，それは
であろう。 当然配合せる香料に疑念を抱かざるを得ない。との
他方，クリームの貼布試験陽性群の陽性度と貼布 乙とは症例 1の如く，多数の患者が市販クリームl乙
期間の関係は陽性度の強い程短期間の貼布K依り反 依る皮膚障碍の治癒後，他の如何なる市販クリーム
応を示している、。貼布試験陽性の判定がアレJレギー に依っても同様の皮膚障碍を惹起するにも拘らず，
反応であるか，或は直接刺激作用に基くかの解釈に 我教室にて処方せる香料未配合のクリーム使用lζ於
.困難を感ずることは前述したが，想像を謹しくする ては何等の障碍を惹起しない事実からも一層裏付け
ならば， 24時間貼布陽性は直接的刺激作用，遅発陽 られるととである。
性反応は微弱なるアレルギ一反応乃至その他の事象 市販クリームに約 1%の濃度K配合されている香
の匂いが強いとも考えられる。 料は言うまでもなく多数の天然香料と合成香料を調
貼布物質のアレルギー性を決定する一つの方法 合せるものであり，その組成が各社の機密事項K属
K.，貼布物質を隔日に 10回， 24時間宛同一部位に すると共に各クリームの特徴，価格を大きく支配す
貼布し，その後3週間の間隔をおいて再び，同一場 るものであることは前述した。
所へ 24時間貼布して反応を見る challenge patch 香料の皮膚K対する作用は起炎作用，光力学的作 
test法があるが，著者の症例に之を施行し得なか 用及び細菌の殺菌乃至発育阻止作用が挙げられる。
たのは遺憾である。 之等の作用中，皮膚障碍に関連するものは前2者で
アストリンゼント・紅類・マユズミ・アイシャド あるが， Tulipanの Bergamott油皮膚炎の記載
ウ・ポマード・ヘヤートニック類は症例が極めて少 以来，相次ヤ香料皮膚炎の報告， 更には o. Raab 
いので，その陽性数を記述したに止める。 k始まる鐙光性色素の光力学的作用に関連して著者
因みに化粧品皮膚炎を対象とした貼布試験と平行 は香料の有する光力学的作用に着眼した。一方夙に
して行った一般の薬物性皮膚炎に於ける貼布試験成 Kuskeの指摘せる exogene perkutane actionが
績を附記すると下記の如くである。 或種の植物性果汁に見られ，叉その作用は鐙光性の
一般市販外用薬中，抗糸状菌剤として販売されて furocumarineと略々同様の性状を有するととか
いるもの 9種の貼布件数は 31件で，陰性 22例，陽 ら，若しクリーム中K蛍光性物質が多量に含まれる
性 9例であり，陽性率は 29.0%，特に抗糸状菌剤と ならば，化粧品皮膚炎の一部はか〉る蛍光物質の
指定していない一般皮膚病外用薬は 40種類，貼布 photodynamic action f[由来するものであろうと
件数は 91件で，陰性 60件，陽性 31件，陽性率 の観点に到達し，市販クリーム中の盤光度の測定を 
32.8%，その他，抗生物質，殺菌剤を含むもの 17 行った処， 18種のクリームのすべてに強度の鐙光を
種，貼布件数は 28件で陰性 18件，陽性 10件，陽 認め，更には当該クリームの原料単品及び香料未配
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合のクリームlζは殆んど鐙光を認め得なかったとと
から，クリーム中の蛍光物質はその大半が香料に由
来するととを知った。事実 59種類の香料単品を用
いての鐙光度測定の結果は Cydamenaldehyde 
及び Jasmonalを除いて他の 57種すべてに多少に
拘らず盤光を認め，特K Methyl anthranyl alko・
hl，Methyl heptine carbonate; Anis alkohl， 
Narcissas “P"，Cream No 5，Maguet No. 5， 
Cream L.T. Aldehyde C-11，Bergamott等K
強く認められ，従来香料皮膚炎の原因として Baer
の報告せる Methylheptine carbonate，Tulipan 
の報告せる Bergamottが此の中に含まれる ζ と
は，香料の蛍光度とその起炎作用の平行関係を想起
せしめて興味がある。 
Photodynamic actionの強弱を左右する因子の 
1つK曝射紫外線波長の問題が挙げられる。 Kuske 
k依れば最も強力な光力学的作用を有する紫外線波
長は，紫外線と相乗作用を営む光線感作性物質の吸
収スペクト Jレiζ略々一致するものとされ，同様の見
解は， Blum等に依っても光力学的作用を有す紫外
線波長は 330mμ 以下の短波長ではなく，寧ろ長波
長の紫外線記多いことが指摘されている。因みに千
葉市 1年聞に於ける紫外線最短波長は第9表に示す 
如くである。乙').K Bergamottを例にとって述べ
るならば， Bergamottの吸収スペクトルは 280--
410mμ であり 311mμK於て最も強く吸収される。
従って波長 311mμ の紫外線が BergamottK於け 
る最強の光力学的作用を有する波長であると仮定す
れば， 1月， 2月， 11月， 12月はいずれも最短波長
が311mμ 以上であり，午前・午後を通じて至適波
長の照射を受けないのに反し， 4月以降， 10月比到
る迄は， 7月を頂点として 311mμ 附近の日光紫外
線の曝射を受ける時聞が延長され，特に 7月では午
前午後を問わず戸外では 311mμ の紫外線に曝射さ
れることとなる。従って理論的Kは Berggamott 
第9表千葉市 1年聞に於ける
日光紫外線最短波長
月|波長 11 月|波 沖q
1 325.-...390mμ 7 305-307mμ 
2 320-390 " 8 307-327 " 
3 310-390 " 9 309--330 グ 
4 309--330 " 10 311-390 " 
5 307-328 グ 11 313-390 グ 
6 307-320 " 12 322-399 /1 
と紫外線の光力学的作用は 3月より漸次増大し 7月
を頂点として 10月比到る迄漸減することとなるが，
一般に日光紫外線の直接的曝射が3月....6月， 9月
.-..10の行楽季節に多く，盛夏lとは寧ろ何等かの方
法を以て直射日光を避ける ζとを考慮すれば，本報
告に於ける化粧品皮膚炎の季節的変動と略々一致す 
る。叉か〉る化粧品クリームのエーテJレ溶解性油に
依る動物実験成績は，更に香料の光力学的性質を実
証するものである。
著者は殺上の成績並びに考按から，化粧品皮膚炎
の一部が，市販クリームに配合された香料と日光紫
外線の Photodynamicaction ~L基く ζ とを指摘
したが，勿論か、る皮膚炎が上述の光力学的作用の
添加に依つてのみ起るものではなく，そとには個体
の素因，栄養，クリーム組成原料の精製度等々先人
の記載せる種々の因子の介在する乙とは看過出来な
いことを附記する。 
VI 総括及び結語
(1)化粧品皮膚炎，殊 K市販化粧クリームに依る
皮膚炎K関する臨床像，原因的考察についての文献
を紹介した。
(2)明かに化粧品との相関を認め得る 101例を観
察対照とした。臨床像はいわゆる炎症型K属する者
99例，著明なる色素沈着を認めたもの 2例であり， 
座癌型は皆無であった。
(3)代表症例3例を挙げ，第 1例は特定の刺激物
質を含まざるにも拘らず，皮膚障碍を惹起し爾後い
かなる市販クリーム Kも反応するにも拘らず我教室
の処方せる香料未配合のクリームiζ反応を示さなか
った ζとから，香料が起炎物質である ζ とを指摘
し，第2例はいわゆる水銀皮膚炎と同義のものであ
ることを，第3例は香料及び水銀の両者の影響の考
慮せられることを指摘した。
( 4)患者年令層は 21才から 25才迄に最も多く，
季節的には 3月より 8月K多発する。 
(5)原因を疑われる化粧品の貼布試験を施行し，
クリーム類に 16.4%，乳液・ローション類K6.3%
の陽性率を認め，X2検定lとより 80%の信頼度K於 
ける差の有意性の存在を知った。従って，クリーム
類はローション・乳液類の如き液状化粧品K比して
皮膚障碍性が強いものと考えた。 
(6)市販のクリーム中の蛍光物質は，大半が配合
香料に由来することを認めた。叉 59種類の香料単
品の蛍光度は，従来香料皮膚炎の原因として報告さ
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第 1例 第 2例
顔面の強度の浮腫，及び紅民し丘疹性
惨出性変化
頬部，上眼隙部lと於ける軽度の紅斑
第 3例
顔面特に頬部lと於ける黒褐色
色素の沈着
